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（１）学輪 IIDA 共通カリキュラムと遠山郷 









その窓口となる「大学連携係」を設置するとともに、52 大学 113 名（2019年度）の研究者
を組織する大学間ネットワークを組織した（朝岡・澤田「大学－自治体間連携の現状と可











田フィールドスタディ（3 泊 4 日の大学生向け学習プログラム）」を基礎に）を構築する
ことで、地域の人材や資源とうまくマッチングする方法を模索してきた。こうした取り組
みの中から、高校生と大学生とがともに学ぶ高大連携事業が提案され実施されるようにな
った。2019 年度は「ソーシャルキャピタルフィールドスタディ」（5 大学 30 名、5 高校 22
名）とともに、「遠山郷エコ・ジオパークフィールドスタディ（遠山郷 EG-FS）」（2 大学
11 名、3 高校 14 名）が高大連携事業として取り組まれた。 
遠山郷 EG-FS は、かねてから飯田市上村地区・南信濃地区（遠山郷）で社会調査実習（授
業）を実施してきた東京農工大学と地域との関係を基礎に、松本大学、京都外国語大学













第 1 回遠山郷 EG-FS は、2018 年度に「遠山郷エコ・ジオパーク Field Study 2018」（2018
年 9 月 15 日〜17 日）として取り組まれ、東京農工大学（大学院）、松本大学、京都外国
語大学の 3 大学の教員 3名、学生 11 名と、飯田 OIDE 長姫高校、飯田女子高校の教員 2 名、






高校生・大学生による事前学習を行いながら、第 2 回遠山郷 EG-FS「遠山郷エコ・ジオパ
ークフィールドスタディ」（2019 年 9 月 14 日〜16 日）が、東京農工大学、松本大学、立
教大学 ESD 研究所の 3 大学の教員 3 名、学生 11 名と、飯田風越高校、飯田 OIDE 長姫高
校、下伊那農業高校、飯田女子高校の 4 高校の教員 3 名、生徒 13 名に、飯田市企画課、環
境政策課、上村地区・南信濃地区の 2 公民館の協力で実施された。 

























































（あさおか・ゆきひこ 東京農工大学教授／立教大学 ESD 研究所客員研究員） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
